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よい会社をつくろう。よい経営者になろう。よい経営環境をつくろう。
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中小企業が日本を変える！1300名の決意！！
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お役立ちと安心をまじめに提供する
～もう一つ上に行きたくないか～
有田電器情報システム株式会社



今月の表紙

よい経営環境をつくろう
　
同友会は、他の中小企業団体とも提
携して、中小企業をとりまく社会・経
済・政治的な環境を改善し、中小企業
の経営を守り安定させ、日本経済の
自主的・平和的な繁栄をめざします。

よい経営者になろう
　
同友会は、中小企業家が自主的な
努力によって、相互に資質を高
め、知識を吸収しこれからの経営
者に要求される総合的な能力を身
につけることをめざします。

よい会社をつくろう
　
同友会は、ひろく会員の経験と知
識を交流して企業の自主的近代化
と強じんな経営体質をつくること
をめざします。

同
友
会

3つ
の
目
的

表紙の写真を公募いたします。 テーマは「私の逸品」です。
詳細は、福岡県中小企業家同友会   広報情報室 「月刊同友」編
集部まで
締め切り…平成25年6月号は平成25年5月1日必着
投稿方法…電子メール、郵送いずれも可
　　　　　表題に「みんなの広場」とご記載ください。
郵 送 先…福岡県中小企業家同友会 広報情報室 「月刊同友」編集部

〒812-0046 福岡市博多区吉塚本町9番15号
もしくは a_satou@fukuoka.doyu.jp まで

 ※応募が多数の場合は編集委員会で選考いたします。なお、投稿
　いただいた作品は返却いたしませんので、ご了承ください。
※表紙に目次が入るため、写真に文字が入ります。ご了承ください。

「あなたの写真で表紙を飾りませんか！」
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21世紀型 自立型企業づくり

「よかよか」、「わがいいごとすればいいと」
これは有田さんから良く聞く言葉です。有
田さんの紹介を今回頼まれ、正直にお答え
しようと思います。有田さんは意外にまじ
めで、慎重、でも時々いいかげんな人です。
そして何より仲間に対する意識の強い方だ
と思います。私が同友会に23歳で入りたて
の頃、会に馴染めない自分に高校の10期先
輩だった有田さんはよく声をかけて頂き、
引っぱりまわしてくれたのを覚えていま
す。今も自分が同友会にいるのは有田さん
のおかげかもしれません。そんな有田さん
が来期、嘉飯支部の新支部長になります。
有田さんの人柄（色々な意味でほおってお
けない）だからこそ助け合い、全員一丸体制
の同友会活動が今後も出来ると私は思っ
ています。

代表取締役社長

有田  栄公 氏
（嘉飯支部）

有田電器情報システム
株式会社

（本誌p.08掲載）

はみだし

記事：重松  和孝

第43回 中小企業問題全国研究集会

有限会社アカシ　取締役  明石 智津子 氏

【スタジオ】 Photo Studio Vitamin

今回、福岡同友会創立50周
年にあたり全研の写真撮
影は福岡市城南区にスタ
ジオをかまえる（有）アカ
シの皆様にご協力いただ
きました。

東日本大震災記録集『逆境に立ち向かう企業家たち』発刊 （2013.02.13）
　「写真で見る相双地区活動の記録」、座談会「東日本大震災から1年8カ月、相双地区復興
への課題と展望を語る」、相双地区会員八十五社の「震災記録」、そして相双地区活動記録な
どが収録されています。
 
　地震、津波、原発事故と歴史上類をみない三重苦を背負ってしまった相双地区。震災当
時のそれぞれの状況、その後も続くさまざまな苦難に翻弄される中での会員一人ひとりの
思い、そして復興に向けてくじけずに奮闘する会員の姿などがリアルに刻まれています。
　高橋相双地区会長は、「発刊のごあいさつ」の中で、全国の同友会の物心両面にわたる多
くの支援が相双地区会員の「明日に向かう気力を取り戻させてくれた」と感謝し、「同友会
の絆の結晶がこの記録集」と記しています。一人でも多くの方に読んでいただきたい一冊
です。お申込込みは、福岡同友会事務局まで!!

【事務局  TEL 092-686-1234】
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来賓
福岡県知事　小川　洋氏

オプショナルツアー『筑豊の炭鉱文化遺産「記憶めぐり」』
田川市石炭・歴史博物館および旧伊藤伝右衛門邸

来賓
経済産業省九州経済産業局
局長　廣實　郁郎氏

主催者あいさつ
中小企業家同友会全国協議会
会長　鋤柄　修氏

2日間のまとめ
中同協幹事長　広浜　泰久氏

現地歓迎あいさつ
福岡県中小企業家同友会
中山　英敬氏

来賓
福岡市副市長　山崎　一樹氏
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明
太
子
は
博
多
を
代
表
す
る
名
産
品

の
一
つ
で
す
。
韓
国
・
釜
山
で
生
ま
れ

育
っ
た
私
の
両
親
は
、戦
後
博
多
へ
引

き
揚
げ
、「
ふ
く
や
」を
創
業
し
ま
し
た
。

明
太
子
は
両
親
が
韓
国
で
食
べ
て
い
た

辛
子
の
つ
い
た
タ
ラ
コ
の
味
を
思
い
出

し
な
が
ら
、日
本
人
に
合
う
よ
う
に
味

付
け
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
発
売
後

も
味
の
改
良
を
重
ね
、製
造
特
許
等
を

一
切
取
ら
ず
ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
開
し
た
た

め
、の
ち
に
多
く
の
明
太
子
メ
ー
カ
ー

が
誕
生
し
、爆
発
的
な
成
長
を
遂
げ
ま

し
た
。

　
会
社
の
存
続
の
た
め
に
は
利
益
を
出

す
こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
し
て
中
小
企

業
は
地
域
に
寄
り
添
う
こ
と
、地
域
貢

献
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
私
が
会
社
を
継
承
し
て
、両
親
の
精

神
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
社
員
に
や
る

気
を
出
し
て

も
ら
う
た
め

に
は
自
ら
学

ぶ
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が

大
事
だ
と
考

え
、資
格
取
得

や
地
域
活
動

参
加
を
奨
励

し
て
い
ま
す
。

そ
し
て『
強
い

会
社
、良
い
会

社
』を
目
指
し

日
々
努
力
し

て
お
り
ま
す
。

特集　第43回 中小企業問題全国研究集会　ダイジェスト
中小企業が日本を変える！ 1300名の決意！！

　
特
集
第
43
回 

中
小
企
業
問
題
全
国
研
究
集
会
　
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

中
小
企
業
が
日
本
を
変
え
る
！
1
3
0
0
名
の
決
意
！！

2
月
14
日
〜
15
日
『
全
研
』が
ヒ
ル
ト
ン
福
岡
シ
ー
ホ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
都
道
府
県
よ
り
1
3
0
0
名
の
会
員
が
集
ま
り
熱
い
討
議
を
重
ね
ま
し
た
。

株
式
会
社
ふ
く
や
　
代
表
取
締
役
社
長
　
川
原  

正
孝 

氏

記
念
講
演

私
の
経
営
理
念 

〜
人
を
活
か
す
経
営
〜

2日間のまとめ● 徹底して人を生かす経営をしよう　　● 誇りを持って経営しよう

● お互いを助け合うための会員増強をしよう 〜会員増強は人命救助である 中同協幹事長
　　広浜　泰久 氏



中村　高明氏 （株式会社紀之国屋）
沼田　道孝氏 （株式会社第一経営相談所）

大林　弘道氏 （神奈川大学）

強まる「逆風」を打開し、
中小企業が発展できる環境をめざす

第1分科会

岸部　　敬氏 （株式会社きしべ建設）
玉川　茂生氏 （有限会社玉川瓦店）

地域とともに！中小企業家の思いが結実した
与謝野町中小企業振興基本条例

第2分科会

高橋 美加子氏 （株式会社北洋舎クリーニング）
渡部　 明雄氏 （アース建設株式会社）

安孫子 健一氏 （株式会社建設相互測地社）
植田　 浩史氏 （慶應義塾大学）

福島のその後、私たちは負けないⅡ

第3分科会

藤原　博美氏 （株式会社日本ベルト工業）

社員の人生の物語を大切にする社風で会社が育った

第4分科会

川原　徳昭氏 （株式会社ゆい工房）

家守りがつくる、地域循環型工務店

第5分科会

清家　政彦氏 （セイワシステム株式会社）

中小企業はモテない男！？
人を生かす経営の実践で選ばれる会社に

第6分科会

崎田　正司氏 （有限会社野菜王国）
春田　統一氏 （株式会社春田建設）

末石　藏八氏 （株式会社キシヤ）
松田　一也氏 （九州経済産業局）

「真連携」から生まれる新事業創造

第7分科会

島原　俊英氏 （株式会社日向中島鉄工所）

町工場の意識改革、「どう作るか」から「何を創るか」へ

第8分科会

小島　正憲氏 （株式会社小島衣料）
木村　竹芳氏 （株式会社北陸サンライズ）

野田　勝広氏 （株式会社野田屋）

中小企業のアジアへの展開は成功するか

第9分科会

藤井　幸一氏 （サンマルコ食品株式会社）

北海道産食材をいかしたオンリーワン戦略

第10分科会

山本　克己氏 （株式会社ストラクス）

中小建設業界の動向と活路

第11分科会

岡崎　磊造氏 （有限会社おか半）

地域一番店をつくる

第12分科会

吉原　勝己氏 （吉原住宅有限会社）

ビンテージビルがまちを変える！
夢あるリノベーションによる企業成長

第13分科会

鐘川　喜久治氏 （株式会社鐘川製作所）

社員も社長も会社も成長していく
IT見えるか？経営

第14分科会

14の分科会14の分科会
─ 「学び」を深める ─

「同友会が目指す地域づくりと経営環境」「復興『われら断じて滅びず』から一年」「同友会理念の実践と自社の
変革」「業種別：打つ手は無限！なぜ既存業種で成長し続けるのか？」「見学：改革のヒントは現場にあり」の
5つのテーマで取り組みました。
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分
科
会
部
会

部
会
長  

向
井  

徹
氏

全
体
会
運
営
部
会

部
会
長  
淀
川  

洋
子
氏

参
加
促
進
・
増
強
部
会

部
会
長  

笠
置  

重
子
氏

実
行
委
員
長  

樋
口  

康
治
氏

明
石  

勝
善
氏 

（
東
支
部
）
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懇
親
会
の
席
で
、実
行
委
員
長
と
し

て
の
ご
あ
い
さ
つ
で
壇
上
に
上
が
っ
た

時
、
全
都
道
府
県
か
ら
1
3
0
0
名
の

仲
間
が
福
岡
の
地
に
集
結
し
て
く
れ
た

の
を
見
て
、感
激
し
て
し
ま
い
し
ば
し

言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
実
行
委
員
会
は
1
年
以
上
掛
け
て
取

り
組
み
ま
し
た
。
各
委
員
さ
ん
が
自
主

的
に
提
案
し
て
い
た
だ
き
、責
任
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
結
果
、成

功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
参
加
さ

れ
た
会
員
さ
ん
は
ぜ
ひ
学
ん
だ
こ
と
を

自
社
に
持
ち
帰
り
実
践
さ
れ
る
こ
と
を

祈
願
い
た
し
ま
す
。

　
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。分
科
会
は
一
番
の

大
所
帯
で
、委
員
の
方
が
本
当
に
よ
く
動

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。事
前
の
グ
ル
ー

プ
長
研
修
に
も
多
く
の
会
員
さ
ん
が
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
全
て
が
終
了
し
実
行
委
員
の
み
な
さ

ま
に
、中
同
協
の
広
浜
幹
事
長
よ
り
福

岡
の
お
迎
え
の
心
の
素
晴
ら
し
さ
に
お

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
無
事
終
了
し
学
ん
だ
こ
と
は
、ひ
と

つ
に
な
れ
る
仲
間
が
い
る
と
い
う
素
晴

ら
し
さ
、そ
し
て
人
事
を
つ
く
す
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
前
向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
ま
る
と

そ
の
力
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
場
面
を
想
定
し
対
処
法
を
考

え
て
お
く
、そ
し
て
そ
れ
を
チ
ー
ム
で

共
有
し
、し
か
も
タ
ス
キ
リ
レ
ー
の
よ

う
に
次
の
役
割
の
方
に
つ
な
げ
て
い
く
。

そ
れ
で
も
多
少
の
事
は
起
こ
る
け
れ
ど

後
悔
は
少
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
役
割
を
い
た
だ
い
た
ら

自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
る
魔
法
の
言
葉

「
は
い
！
喜
ん
で
」を
続
け
て
行
こ
う
と

改
め
て
感
じ
た
二
日
間
で
し
た
。

　
参
加
促
進
活
動
は
、短
期
間
に
も
拘

わ
ら
ず
1
月
末
に
は
福
岡
4
0
0
名
・

他
県
9
0
0
名
を
超
え
る
登
録
が
あ
り
、

「
全
研
」で
学
び
た
い
、福
岡
に
来
た
い

と
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
、と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
私
は
、何
と
し
て
も
福
岡

で
の
参
加
目
標
を
達
成
し
た
か
っ
た
の

で
す
が
、1
月
末
で
1
3
0
0
名
を
超

え
る
参
加
登
録
が
あ
っ
た
為
、会
場
の

ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
す
る
と
、更
な
る
参

加
促
進
が
出
来
な
く
な
り
会
員
の
方
に

は「
全
研
」の
浸
透
が
い
き
届
か
な
か
っ

た
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
回
、
私

が
学
ん
だ
事
は
み
ん
な
の「
心
」「
知
恵
」

「
力
」を
結
集
す
れ
ば
、叶
わ
ぬ
事
は
な

い
絆
の
深
さ
で
し
た
。
無
事
に
終
わ
り
、

私
を
爽
や
か
な
心
地
良
い
疲
労
感
が
包

ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
第
10
分
科
会「
北
海
道
産
食
材
を
い

か
し
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
戦
略
〜
二
代
目

参
加
者
の
感
想
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孝
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郎
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村  
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（
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● 物産展　福岡の名産をおみやげに

● 懇親会　懇親を深める全国からの会員さんたち

● 懇親会　お祝にご来場いただいた来賓の皆様

● 懇親会　東日本大震災復興支援ソング「スマイルアゲイン」を歌う雙葉学園合唱部
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特集　第43回 中小企業問題全国研究集会　ダイジェスト
中小企業が日本を変える！ 1300名の決意！！

経
営
者
の
決
断
〜
」に
参
加
し
グ
ル
ー

プ
長
を
担
当
し
ま
し
た
。
事
前
の
グ
ル
ー

プ
長
研
究
会
に
も
参
加
し「
テ
ー
ブ
ル

発
表
を
い
か
に
良
い
も
の
に
す
る
か
」

と
い
う
こ
と
を
中
心
に
段
取
り
し
ま
し

た
。
討
議
の
中
で
出
て
く
る
で
あ
ろ
う

意
見
を
想
定
し
て
み
て
、私
の
考
え
を

ま
と
め
て
分
科
会
に
臨
み
ま
し
た
。
そ

う
す
る
と
報
告
の
内
容
が
ス
ー
ッ
と
自

分
自
身
に
落
ち
て
く
る
の
を
感
じ
ま
し

た
。
さ
ら
に
ス
ム
ー
ズ
な
グ
ル
ー
プ
討

議
も
で
き
本
当
に
い
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　
私
が
参
加
し
た
第
2
分
科
会
で
は
、

高
齢
化
と
人
口
減
少
に
悩
む
与
謝
野
町

で
、粘
り
強
い
活
動
に
よ
り
、中
小
企
業

振
興
基
本
条
例
制
定
に
至
る
ま
で
の
、

京
都
丹
後
支
部
の
7
年
間
の
取
り
組
み

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
条
例
制

定
に
は
、
同
友
会
だ
け
で
な
く
、
商
工

会
、自
治
体
、農
業
者
、金
融
機
関
も
参

加
、地
域
振
興
策
と
し
て
、今
後
多
く
の

施
策
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
私
も

地
域
へ
の
貢
献
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
、

継
続
し
て
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
分
科
会
で
は
岩
手
同
友
会
の
㈱
ゆ
い
工

房
の
川
原
社
長
の
報
告
を
聞
き
ま
し
た
。

　
弊
社
は
少
人
数
の
会
社
で
は
あ
り
ま

す
が
、や
は
り
身
の
丈
に
合
っ
た
経
営

理
念
の
構
築
、そ
し
て
社
員
一
人
ひ
と

り
が
経
営
指
針
書
を
理
解
し
実
践
し
て

い
く
事
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
会
社
と
し
て
、記
念
講
演

で
㈱
ふ
く
や
川
原
社
長
が
実
践
さ
れ
て

い
る
地
域
貢
献
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
で
す
。
肩
書
き
が
通
用
し
な
い

地
域
活
動
の
中
で
人
間
性
を
磨
く
、感

性
を
磨
く
。
自
ら
が
学
ぶ
と
い
う
人
材

育
成
の
環
境
作
り
も
ト
ッ
プ
と
し
て
の

使
命
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
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筑
豊
の
地
で

　
今
回
の
取
材
は
緑
豊
か
な
筑
豊・
嘉
麻

市
の
有
田
電
器
情
報
シ
ス
テ
ム
㈱
に
お

伺
い
し
ま
し
た
。
冒
頭
、有
田
栄
公
社
長

か
ら
業
務
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
当
社
に
は
大
き
く
分

け
て
、W
E
B
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
部
と

S
I（
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
）

事
業
部
が
あ
り
ま
す
。こ
の
2
事
業
部
と

も
、需
要
は
日
本
中
に
あ
り
ま
す
」。
結

果
の
出
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
以
下
H
P
）・

使
い
勝
手
の
よ
い
シ
ス
テ
ム
、こ
れ
が
お

客
様
の
転
勤
や
引
き
継
ぎ
な
ど
に
よ
り

口
コ
ミ
と
な
っ
て
広
が
っ
て
行
き
ま
し

た
。社
員
は
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
全

国
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
韓
国・

中
国
に
も
出
先
機
関
を
置
い
て
い
ま
す
。

「
よ
く
東
京
を
本
拠
地
に
し
な
い
か
と
聞

か
れ
ま
す
が
、そ
の
メ
リ
ッ
ト
も
デ
メ

21
世
紀
型  

自
立
型
企
業
づ
く
り

創業　1980年9月
住所　嘉麻市山野875-2
電話　0948-42-1570
社員　13名　パート　1名
http://aritadenki.com

取
材
　
月
刊
同
友
編
集
部

文
章
　
菅
原
　
弘

写
真
　
佐
藤
　
愛

有田電器情報システム株式会社
代表取締役社長

有
あ り た

田  栄
ひ で と も

公 氏 嘉飯支部

お
役
立
ち
と
安
心
を
ま
じ
め
に
提
供
す
る

ユ
ビ
キ
タ
ス（
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
繋
が
る
）時
代
に
入
っ
た
I
T
業
界
で
、
目
先
の
利
益
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く『
利
他
の
精
神
』で
実
績
を
伸
ば
す
有
田
電
器
情
報
シ
ス
テ
ム
㈱
。

そ
の
神
髄
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

も
う一つ
上
に
行
き
た
く
な
い
か
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リ
ッ
ト
も
考
え
た
こ
と
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
こ
の
地
で
生
ま
れ
面
倒
を
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。こ
こ
で
会
社
を
営
む
こ

と
は
、恩
返
し
と
い
う
よ
り『
当
た
り
前
』

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

W
E
B
コン
テ
ン
ツ
事
業
部

　「
私
た
ち
は
H
P
を
つ
く
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
く
、W
E
B
戦
略
を
お
客

様
に
落
と
し
込
む
こ
と
が
目
的
で
す
」。

本
来
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、集
客
・
告
知
・

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
が
目
的
で
あ
る

は
ず
が
、お
客
様
・
業
者
と
も
に
見
た
目

に
よ
い
H
P
を
つ
く
る
こ
と
、デ
ザ
イ

ン
性
に
ば
か
り
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
指

摘
し
ま
す
。「
そ
れ
で
は
集
客（
ア
ク
セ
ス
）

が
増
え
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
」。
ど
の

よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
お
客
様
が
来
て

く
だ
さ
る
の
か（
S
E
O
：
検
索
エ
ン
ジ

ン
最
適
化
）や
市
場
分
析
・
ペ
ー
ジ
の
遷

移
改
修
な
ど
事
細
か
に
分
析
し
て
P（
計

画
）→
D（
行
動
）→
C（
確
認
）→
A（
改

善
）を
繰
り
返
し
て
改
善
を
続
け
な
け
れ

ば
成
果
は
出
な
い
と
断
言
し
て
い
ま
す
。

「
ウ
チ
の
お
客
様
の
H
P
は
結
果
が
出

ま
す
。
だ
か
ら
お
客
様
に
は
H
P
作
成

を
費
用
で
は
な
く
、投
資
と
考
え
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
」。
業
種
ご
と
に
取
引

す
る
お
客
様
の
件
数
に
制
限
を
設
け
て

い
ま
す
。
ま
た
取
引
先
に
は
国
立
大
学

や
金
融
機
関
が
あ
り
、信
頼
の
高
さ
が

窺
え
ま
す
。

S
I
事
業
部

　「
S
I
と
は
、
い
わ
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
設
計
会
社
で
す
」。
建
築
業
界
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
世
界
は
よ
く
似
通
っ

て
い
る
と
言
い
ま
す
。「
私
た
ち
が
会
社

の
イ
ン
フ
ラ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
設
計
し
、お
客
様
の
業
務

ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
ル
ー
ル
を
設
定
し

て
い
る
の
で
す
」。

　
そ
の
設
計
に
基
づ
い
て
構
築
し
て
い

る
の
が
S
E（
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
）

で
す
。
建
築
業
界
で
い
う
ゼ
ネ
コ
ン
に

あ
た
り
ま
す
。「
例
え
ば
お
客
様
が
持
っ

て
い
る
既
存
の
ソ
フ
ト
を
、ハ
ー
ド
と

連
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、ミ
ス
が

な
く
便
利
で
安
く
て
使
い
や
す
く
な
り

ま
す
」。

創
立
に
至
る
ま
で

　
母
体
と
な
る
有
田
電
器
は
父
親
の
公

司
さ
ん
が
1
9
8
0
年
に
創
業
し
て
い

ま
す
。
90
年
に
地
元
の
高
校
を
卒
業
し

た
有
田
さ
ん
は「
何
か
を
や
り
た
い
ん

で
す
が
、何
を
や
っ
て
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
」と
、と
り
あ
え
ず
専
門
学
校
に

進
み
ま
す
。
そ
の
後
電
器
店
の
後
継
者

が
行
く
と
い
う『
松
下
電
器
商
学
院（
現
・

松
下
幸
之
助
商
学
院
）』に
入
学
し
ま
す
。

こ
こ
で
人
間
力
・
経
営
力
・
営
業
力
・
技
術

力
を
一
流
の
講
師
陣
に
徹
底
的
に
叩
き

込
ま
れ
た
と
言
い
ま
す
。「
一
つ
例
を
あ

げ
れ
ば『
利
他
の
精
神
』で
す
。
お
客
様

の
利
益
に
な
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
よ

と
い
う
こ
と
で
す
ね
」。

　
93
年
に
21
歳
で
後
継
者
と
し
て

入
社
し
ま
す
。
家
電
と
並
行
し
て

I
T
部
門
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
W
i
n
d
o
w
s
95
が
出
た
こ
ろ
で
す

よ
ね
。
I
T
は
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド

で
発
展
す
る
と
と
も
に
当
社
も
急
成
長

し
ま
し
た
」。
家
電
と
I
T
で
は
基
本
と

な
る
方
針
が
違
う
の
で
、2
0
0
0
年

に
I
T
を
メ
イ
ン
と
し
た
有
田
電
器
㈲

を
創
立
さ
せ
、06
年
に
有
田
電
器
情
報

シ
ス
テ
ム
㈱
へ
組
織
変
更
し
同
時
に
家

電
部
門
を
吸
収
し
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、06
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は「
創
業
者
と
二
代
目
・
二
つ
と
も
勝
ち

取
れ
な
い
か
」と
い
う
テ
ー
マ
で
報
告

し
て
い
ま
す
。
社
名
を
残
し
た
の
は
父

親
へ
の
敬
意
を
感
じ
ま
す
。「
I
T
に
つ

い
て
は
悪
い
こ
と
も
含
め
て
、目
先
の

利
益
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
も
っ
と
儲

け
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
10
年
く
ら
い
の
長
い
ス
パ
ン
で

物
事
を
と
ら
え
、お
客
様
の
利
益
に
な

る
こ
と
が
判
断
基
準
で
す
」。
こ
れ
は
ま

さ
に『
利
他
の
精
神
』と
言
え
そ
う
で
す
。

同
社
の
経
営
理
念
は『
お
役
立
ち
と
安

心
を
ま
じ
め
に
提
供
す
る
』と
謳
っ
て

い
ま
す
。

同
友
会
で
の
気
づ
き

　
こ
の
仕
事
が
面
白
く
て
た
ま
ら
な
く
、

か
つ
実
績
も
急
成
長
し
て
い
ま
す
。
や

る
べ
き
こ
と
が
急
増
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
有
田
さ
ん
は
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。

「
社
員
を
使
う
こ
と
の
難
し
さ
で
す
」。

急
成
長
し
て
い
る
会
社
で
即
戦
力
が
急

務
な
た
め
中
途
採
用
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
事
細
か
く
指
示
す
る
の
で
す
が
、私
と

21世紀型  自立型企業づくり
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同
じ
よ
う
に
や
れ
な
い
。
そ
れ
を
伝
え

き
れ
な
い
。
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
人
間
が

育
た
な
い
」。
さ
ら
に
社
員
の
定
着
が
悪

い
状
態
で
し
た
。
何
が
原
因
な
の
か
わ

か
ら
な
い
、解
決
の
手
が
か
り
が
き
っ

と
あ
る
は
ず
だ
と
模
索
す
る
有
田
さ
ん

は
、知
人
の
勧
め
で
同
友
会
を
知
り
入

会
し
ま
す
。
会
員
さ
ん
に
会
っ
て
は
質

問
攻
め
に
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
例
会

の
グ
ル
ー
プ
討
議
の
こ
と
で
し
た
。
有

田
さ
ん
は「
こ
の
ま
ま
技
術
者
で
い
る

べ
き
か
、経
営
者
に
な
る
べ
き
か
」と
質

問
し
て
み
ま
し
た
。そ
の
席
で「
お
前
は

バ
カ
か
！
好
き
な
こ
と
し
た
い
だ
け
な

ら
一
人
親
方
で
い
ろ
！
何
の
た
め
に
会

社
を
作
っ
た
の
か
。
も
う
一
つ
上
に
行

き
た
い
と
思
わ
な
い
の
か
！
」と
会
員

さ
ん
の
前
で
叱
咤
さ
れ
た
の
で
し
た
。

そ
の
瞬
間
は
頭
に
血
が
上
っ
た
と
言
い

ま
す
。
し
か
し
後
日
冷
静
に
考
え
ま
し

た
。
自
分
の
勝
手
な
欲
で
あ
れ
も
こ
れ

も
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
も

う
一
つ
上
に
行
く
と
い
う
こ
と
は
、経

営
者
は
社
員
に
任
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
で
す
。「
解
決
の
答
え
は
自
分
に
あ

り
ま
し
た
。
社
員
を
信
頼
し
て
い
な
か
っ

た
ん
で
す
ね
。
同
友
会
で
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
」。

三
位一体
の
活
動

　
そ
れ
か
ら
徹
底
し
て
有
効
な
社
員
共

育
に
つ
い
て
研
究
し
ま
し
た
。「
つ
い
口

を
出
し
た
く
な
っ
て
も
我
慢
す
る
。
社

員
を
信
頼
し
て
答
え
を
出
す
ま
で
辛
抱

す
る
。こ
れ
が
苦
し
か
っ
た
で
す
ね
」有

田
さ
ん
は
苦
笑
い
し
ま
す
。「
現
在
進
行

形
で
す
が
、あ
る
程
度
社
員
に
権
限
と

責
任
を
与
え
て
任
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」。

　
一
人
親
方
か
ら
の
脱
出
に
よ
り
、10

年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
も
で
き
な
か
っ

た
経
営
指
針
書
作
成
が
こ
こ
5
年
ほ
ど

前
か
ら
明
確
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
近

年
は
有
田
さ
ん
が
全
体
の
方
針
を
示
し
、

事
業
部
ご
と
・
社
員
ご
と
に
具
体
的
な
方

針
作
成
を
任
せ
て
い
ま
す
。「
数
値
計
画

は
あ
り
ま
す
が
、私
が
重
要
視
し
て
い

る
の
は
戦
略
の
徹
底
で
す
。
お
客
様
づ

く
り
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
数
字
は
後
か
ら
付
い
て
き
ま
す
。そ

の
た
め
に
必
要
な
経
費
が
掛
か
る
な
ら

上
げ
て
来
い
と
言
っ
て
あ
り
ま
す
」。

　
会
社
の
方
針
を
実
現
す
る
の
に
長
い

ス
パ
ン
で
物
事
を
と
ら
え
、新
卒
の
定

期
採
用
が
必
要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
同
友
会
の
合
同
入
社
式
・
合

同
社
員
共
育
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
新
卒
を
定
期
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
社
員
の
定
着
率
が
グ
ン
と
よ
く
な

り
ま
し
た
」。
外
部
講
師
を
招
い
て
の
一

般
常
識
の
教
育
は
し
て
い
ま
す
が
、有

田
さ
ん
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
は『
利

他
の
精
神
』に
基
づ
く『
本
当
の
仲
間
づ

く
り
』で
す
。「
社
員
同
士
、ケ
ン
カ
を
し

て
で
も
注
意
・
ア
ド
バ
イ
ス
し
ろ
。
こ
れ

が
仲
間
だ
」と
熱
く
語
り
ま
す
。こ
う
し

て
経
営
指
針
書
作
成
・
新
卒
定
期
採
用
・

社
員
共
育
の
同
友
会
が
提
唱
す
る
三
位

一
体
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

会
社
は
自
分
の
居
場
所

　
取
材
の
最
後
に
有
田
さ
ん
が
考
え
る

『
自
立
型
企
業
』に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

し
た
。「
目
指
し
て
い
る
こ
と
は
…
社
員

た
ち
が
自
分
の
会
社
を
自
分
の
居
場
所

と
思
っ
て
、自
分
の
責
任
と
権
限
を
持
っ

て
仕
事
が
で
き
る
。
当
て
に
し
、当
て
に

さ
れ
る
関
係
に
あ
る
。
そ
ん
な
会
社
だ

と
思
い
ま
す
。
経
営
者
と
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
と
っ
て
理
解
し
あ

え
る
関
係
に
あ
る
会
社
で
す
ね
」。

　
取
材
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

21世紀型  自立型企業づくり



Fresh our partners

　前職の元上司のご紹介で、知る会へ伺い、昨年の秋に
同友会へ入会致しました。様々な業種の経営者の皆様
との交流は多くの学びをいただき、大変刺激にもなり
ました。同友会で多くを学び、より魅力のある企業作り
に活かしていきたいと思います。今後ともどうぞ宜し
くお願い致します。（http://www.sprout-jp.com）

新入会員ご紹介

代表取締役　小田  和則 （福友支部）
お　だ  　 かず のり

有限会社 スプラウト
医院、美容室などの
ホームページ作成・管理、
WEBプロモーション
（販促・集客、スタッフ採用、他）
など。

福岡市中央区天神3-7-9-1113
TEL 092-738-2319

　春日市で女性専用トータルエステサロンを営んでお
ります。フェイシャル、痩身、ボディー、ネイル、まつげ、
脱毛等と、幅広いメニューを展開しております。それと
共に20数年の経験から「美肌成分にこだわった無添加
化粧品」を開発、販売しています。
　同友会では、経営指針の作成や、経営者としての責
任、社会貢献など多くのことを学ばせていただきたい
と思います。これからも皆様のご指導、ご鞭撻の程宜し
くお願い致します。（http//www.b-merrows.com/）代表者　木原  さおり （中央支部）

き　はら

美工房　メロウ
女性専用の
トータルエステティックサロン。
（美顔・ボディー・ネイル・
オリジナル化粧品）

春日市昇町1-67
TEL 092-581-2354

　社会保険労務士法人COMMITMENTの北原正さん
にご紹介いただき入会いたしました。当事務所は、事業
を開始する際の各種法人の設立、建設業許可の取得や
介護保険事業所の開設を中心とした各種許認可の取
得、外国人の在留資格の取得などの支援を行っており
ます。
　同友会では、いろいろなことを学びながら、多くの方
と出会い、たくさんの刺激を受けたいと思います。

所長　田村  公隆 （南支部）
た　むら　  きみ たか

田村行政書士事務所
許認可取得、法人設立、
外国人の在留資格取得を
中心に多岐に渡る業務を
取扱っています

福岡市南区清水2-1-49
TEL 092-512-1410

　久留米市でビニールハウスを利用してラディッシュ、
水菜、などの野菜の生産、販売をしています。ラディッ
シュを使った漬物の製造、販売にも取り組んでいます。
入会のきっかけは、あすなろ塾に参加し、経営者として
の能力を身につけたい、経営指針書を作りたいと思った
ことです。参加した会ごとに学びが多く入会してよ
かったと思っています。よろしくお願いします。

代表取締役　楢原  憲一 （りょうちく支部）
ならはら　 けん いち

株式会社 カラーリングファーム
ラディッシュ、水菜、ホウレンソウ
などの野菜生産。

久留米市北野町鳥巣1280-1
TEL 0942-78-4040

よ
う
こ
そ

　同
友
会
へ
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11 18：30～21：00木
労務管理部（経営労働委員会）
就業規則作成セミナー

見直し・個別相談など
 ■ 天神パークビル　福岡市中央区大名2丁目8-18　☎092-721-5530
■ 北原　勉氏　社会保険労務士法人COMMITMENT　代表社員 （博多支部）
 人間尊重の経営について考え、人を生かす経営（労使見解）の学びと実
践の場として、『就業規則作成セミナー』をテーマごとに分けて年間8回
開催します。

18 18：00～21：00木
新会員フォローアップ部会
第101回新会員フォローアップセミナー

■ 同友会会議室　福岡市博多区吉塚本町9-15　11F

16 18：27～21：00火
北九州支部
4月例会

「中小企業の魂を語る」
～『魂の中小企業』の著者が語る元気企業の真実～
 ■ リーガロイヤルホテル　北九州市小倉北区浅野2-14-2　☎093-531-1121
■ 中島　隆氏　朝日新聞社　中小企業・NPO専門記者
 □覚悟、決意をもった経営者はみな、魂の中小企業家。
□中小企業はアンパンマン。「愛と希望と勇気」を与えてくれる。
□マスコミにおける中小企業の位置づけとは。
経営者は、いかに環境が厳しくとも時代の変化に対応して経営を維持
し発展させる責任があります。「魂の中小企業」を読むと、登場する経営
者の姿勢に感動しました。きっと素晴らしい例会になります。

16 18：30～21：00火
玄海支部
4月例会

集客革命！　～Facebookのビジネス活用法～
 ■ 都久志会館会議室　福岡市中央区天神4-8-10　☎092-741-3335
■ 山田　恭輔氏　武雄市役所　つながる部　フェイスブック係長
　 置鮎　正則氏　オフィスラバーリング　代表
 スマートフォンの普及により、簡易ブログのツイッターや交流サイト
（SNS）のフェイスブックなど、「ソーシャルメディア」と呼ばれるイン
ターネットサービスが急速に普及しています。企業が販売促進やブラ
ンド力の向上などに活用するケースも増えています。ソーシャルメ
ディアを代表するフェイスブックの特徴、ソーシャルメディアがもた
らす変化、ソーシャルメディアを活用した企業の取り組みを知り、自社
のビジネスにヒントを得ましょう。

16 18：30～21：00火
博多支部
4月例会

同友会会歴20年の決算報告「今伝えたい事」
なぜ儲からないのか？それは、自社の真の姿をつかんで無いからです。
 ■ PLUG 中洲gates 3F　福岡市博多区中洲3丁目7-24　☎092-283-0001
■ 矢野　千寿氏　株式会社アローフィールド　代表取締役 （博多支部）
 自社の問題点の発見への取り組みや、人生理念、人材育成、制度管理、計
数管理など会社にとって重要な土壌改善についての報告をしていただ
きます。自社の真の姿を知ること、すなわち自社の課題を発見し改善策
への取り組みに繋げる事の重要性を学びます。

17 18：00～20：30水
福博支部
4月例会

金融機関との付き合い方　17年間の会社経営を通して
 ■ IPホテル福岡　福岡市博多区中洲5丁目2-18　☎092-262-2009
■ 綾戸　一由氏　福岡リーダーズ倶楽部　代表者 （南支部）
 福岡銀行に30年以上勤務され、その後実弟の会社を手伝う為に入社す
るも再生不能状態である事が判明し1年後倒産を経験する。その後ご
自身が㈱アーヴァンを設立する。元㈱アーヴァン代表取締役社長綾戸
氏に倒産しない会社作りと金融機関との上手な付き合い方をレク
チャー頂きます。

17 18：30～21：00水
南支部
新会員歓迎の集い

次期ブロック長予定者が語る、私と同友会との関わりかた。
～同友会活動を自社の組織に上手に組み入れよう！～
 ■ ホテルコムズ福岡
　 福岡市博多区博多駅前2-8-15　☎092-451-5111
■ 渡辺　年紹氏、大串　和義氏、横山　大輔氏、徳永　眞木子氏、
　 中島　洋史氏 （南支部）

17 18：30～21：00水
中央支部
4月例会

後継者、悪戦苦闘中　事業継承の課題と実践
 ■ 天神ビル　11F　福岡市中央区天神2-12-1　☎0120-323-920
■ 板橋　優氏　有限会社福創工業　後継者 （中央支部）
 長年、事業を継続してきた中小企業にとって、現在大きな問題となって
いるのが事業承継です。後継者と既存の会社組織との間の信頼関係、後
継者の経営者としての姿勢や資質、といった点にあらわれる問題と課
題、解決について報告し学びます。

18 18：20～21：00木
筑紫支部
4月例会

地域と共に歩む企業をめざして
 ■ 筑紫野市生涯学習センター
　 筑紫野市二日市南1-9-3　☎092-918-3535
■ 平山　悠司氏　有限会社時計・宝石・メガネ・ヒラヤマ　代表取締役 （筑紫支部）
 創業明治38年（1905年）。筑紫野市の二日市中央通り商店街にあって
地元のお客様に支えられ、100年以上時計、宝石、メガネ、補聴器の「確
かな専門店」として歩んできたお店の三代目である平山悠司社長の報
告です。商店街の抱える今日的課題を絡めながら、企業が地域になくて
はならない存在であり続けるためには何が大切かを学びます。

18 18：30～21：00木
ひびき支部
4月例会

大討論会！ひびき支部ってどうゆう会？
～あなたは同友会に何を求めますか～
 ■ ニューハートピア　北九州市八幡西区岡田10-10　☎093-645-0012
 ひびき支部も新体制になり一年が過ぎました。例会は色んな取組みが
なされ活気を取り戻しつつあります。増強は増よりも強にウェイトを
置いた取組みにより、確実に退会者が減りました。
市丸支部長体制の2年目を迎えるにあたり、どうすれば同友会活動が自
社に有益で、自分自身が楽しんで活動できる様になるのか？その為に
今何をすべきか？会員の皆さんの要望やご意見を今後の活動に反映さ
せて行きたいと考えています。

18 18：00～21：00木
りょうちく支部
設立2周年記念例会

課題の向うに未来を望む
 ■ 原鶴温泉 泰泉閣　福岡県朝倉市杷木志波20
■ 杉本　利雄氏　有限会社ラピュタファーム　代表取締役 （嘉飯支部）
 地域と共に歩み、りょうちく支部はおかげさまで設立2周年を迎えま
す。記念例会として筑豊の川崎町で御活躍の杉本利雄さんに、この地域
とも共通する地産地消でのファーム経営について語っていただきます。

19 18：00～21：00金
福友支部
4月例会

経営指針書の発表会
 ■ ホテルコムズ福岡　福岡市博多区博多駅前2-8-15　☎092-451-5111
■ 上野ますみ氏　株式会社西日本キャロット　専務取締役 （福友支部）
　 山崎　龍也氏　有限会社ワールド・テン　代表取締役 （福友支部）
 4月例会は福友支部毎年恒例となりました経営指針書の発表会です。
数ヶ月もの間、練りに練った経営指針書を発表いたします。経営者の頭
にあるイメージをいかに数値や言葉として紙に落とすか、又、経営指針の
中で数字の流れの作成、経営者の思いの落とし込みを学んでください。

17 18：00～21：00水
東支部
4月例会

感謝の気持ちで経営が変わる
～活動不参加だった会員が語る同友会での学び～
 ■ ウィズ・ザ・スタイル　福岡市博多区博多駅南1-9-18　☎092-433-3900
■ 明石　勝善氏　株式会社きねや　代表取締役社長 （東支部）
 去年、代表取締役に就任した報告者が入会当時、現場主義の為に幽霊会
員だったのに同友会で学び社員さんや家族に感謝し自社の経営に取り
入れ会社経営を変えた事の話になります。

19 18：30～21：00金
西支部
4月例会

最近の地域経済の動きについて（仮）
 ■ 天神ビル　11F　福岡市中央区天神2-12-1　☎0120-323-920
■ 甲木　一也氏　財務省　福岡財務支局　理財部　次長
 日本の経済の現状から地域経済の動きを知り、今後の企業の経営に生か
し、今後の経済の見通しを探り、企業の方向性を築く糧とする例会です。

22 18：30～21：00月
かすや支部
4月例会

同友会とあなたの企業経営は不離一体
 ■ 同友会全体会議室　福岡市博多区吉塚本町9-15
　 福岡県中小企業振興センタービル11F　☎092-686-1234
■ 中村　高明氏　株式会社紀之国屋　会長 （筑豊支部）
 「一般的に中小企業は7～8割が赤字」と言われていますが、同友会の会
員企業では黒字4割、収支トントン3割、赤字3割と非常に健闘していま
す。同友会での学びが企業の発展に寄与していることは明白です。こ
の変化する世の中に対応していくべく、企業として、また経営者の在り
方を本質的に考え、同友会の歩みと将来の自社の姿を重ね合わせて、さ
らに深く考える学びの場にいたします。

12 10：00～16：00日
青年支部
4月例会

フレンドシップフェスティバル2013
 ■ 福岡市役所前広場　福岡市中央区天神1-8-1　☎092-711-4111
 青年支部の会員は、過去10回開催したフレンドシップフェスティバルを
通じて、多くの作業所や市民の方々とふれあうことができ、数多くのこと
を学び、感動を得ることができました。今回のフレンドシップフェスティ
バルでは、過去17回開催した経験をもとに、作業所の仲間たちと市民の皆
様により親しまれ、交流の場となるよう、さらに充実した催しを企画して
おりますので、多数のご参加を青年支部一同心よりお願い申し上げます。

5月

18 18：30～21：00木
筑豊支部
4月例会

24年同友会と共に歩んで来て、、、徒然なるままに想うこと
 ■ ユメニティのおがた　直方市山部364-4　☎0949-25-1007
■ 上本　昭南氏　株式会社上本アルミ建材　代表取締役社長 （筑豊支部）
 ‘職人が経営者に’…そしてご縁を頂き、同友会へと入会。今では同友会
に感謝し、また愛してやまず、さらにはこの同友会メンバーとしての自
身を誇りにも感じていらっしゃいます。経営者、同友会メンバーとし
て、様々なる戸惑い、反骨、想うところもあっての歳月を過ごされたそ
うです。そんな上本氏の生き様、また、同友会と共に歩んだ24年を、50
周年記念という節目の今年に語って頂きます。

19 18：30～21：00金
嘉飯支部
4月例会

やるべきことやりたいことに押しつぶされていませんか？
経営者にとって一番大切な資源『時間』
時間管理タスク管理によってストレスフリーの人生を手に入れよう!!
 ■ パドドゥ・ル・コトブキ　飯塚市片島1-7-62　☎0948-22-5138
■ 佐々木　英氏　佐々木英司法書士事務所　司法書士 （嘉飯支部）
 仕事の量は多種多様に増え、一つ一つの案件にかけられる時間は短くなるが、
クオリティの向上も求められます。まさに時間との戦い。こんな時代だから
こそ、今こそ時間の有限性をしっかりと認識し、その有益な管理方法を学ぶこ
とで、無駄なく無理なく目標を達成していく時間管理術を身に着けましょう。

11 18：30～21：00木
大牟田支部
3月例会

■ だいふく　大牟田市有明町2-1-3
■ 吉原　勝己氏　吉原住宅有限会社　代表取締役 （南支部）

※3月例会日程変更分

23 18：30～21：00火
企業連携推進委員会
FAST4月例会

大縁会Part2～真連携による仕事づくり・仲間づくり
 ■ 福岡県中小企業振興センタービル3階　302号　
　 福岡市博多区吉塚本町9-15

※久留米支部、大牟田支部、有明支部の4月例会は第51回定期総会創立50周年記念式典に振替となっております。

最終締切／4月11日（木）

参加費 7,000円 （内、会員は会より3,500円参加補助費あり）
■ 祝賀会について

■ 会場：ホテル日航福岡 3階 “都久志の間” （福岡市博多区博多駅前2-18-25  ☎092-482-1111）
■ 時間：12：00～　受付開始

13：00～　第51回定期総会
創立50周年記念企画
15：15～　第1部　記念式典・記念講演
18：00～　第2部　祝賀会

第51回定期総会創立50周年記念式典
「福岡県中小企業家同友会」は、1963年に79名で創立以来、本年3月で、おかげさまで創立50周年を迎え
ました。会員中小企業家が智恵と情熱を結集しながら、激動し続ける経営環境に適応して幾多の困難を
乗り越える「道なき道」を先駆的に切り開く運動を展開し、会員企業や地域と共に発展してきました。
まさに「創造」の運動史と呼ぶべき福岡同友会の50周年を様々な形で振り返り、地域の活性化と共により
良い環境づくりをめざし、新たな運動創造・時代創造の契機とすべく、第51回定期総会・創立50周年の式
典を開催します。

※祝賀会に参加される方は、式典実行委員から事前にチケットを購入してください。
　尚、着席形式となっておりますので、必ずご出席いただきますようお願い致します。

4月25日（木）

4月 お申し込み、お問い合わせは、e.doyu
もしくは、同友会事務局までお願いします。行 事 案 内

お知り合いの方を誘って、
是非ご参加ください。
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11 18：30～21：00木
労務管理部（経営労働委員会）
就業規則作成セミナー

見直し・個別相談など
 ■ 天神パークビル　福岡市中央区大名2丁目8-18　☎092-721-5530
■ 北原　勉氏　社会保険労務士法人COMMITMENT　代表社員 （博多支部）
 人間尊重の経営について考え、人を生かす経営（労使見解）の学びと実
践の場として、『就業規則作成セミナー』をテーマごとに分けて年間8回
開催します。

18 18：00～21：00木
新会員フォローアップ部会
第101回新会員フォローアップセミナー

■ 同友会会議室　福岡市博多区吉塚本町9-15　11F

16 18：27～21：00火
北九州支部
4月例会

「中小企業の魂を語る」
～『魂の中小企業』の著者が語る元気企業の真実～
 ■ リーガロイヤルホテル　北九州市小倉北区浅野2-14-2　☎093-531-1121
■ 中島　隆氏　朝日新聞社　中小企業・NPO専門記者
 □覚悟、決意をもった経営者はみな、魂の中小企業家。
□中小企業はアンパンマン。「愛と希望と勇気」を与えてくれる。
□マスコミにおける中小企業の位置づけとは。
経営者は、いかに環境が厳しくとも時代の変化に対応して経営を維持
し発展させる責任があります。「魂の中小企業」を読むと、登場する経営
者の姿勢に感動しました。きっと素晴らしい例会になります。

16 18：30～21：00火
玄海支部
4月例会

集客革命！　～Facebookのビジネス活用法～
 ■ 都久志会館会議室　福岡市中央区天神4-8-10　☎092-741-3335
■ 山田　恭輔氏　武雄市役所　つながる部　フェイスブック係長
　 置鮎　正則氏　オフィスラバーリング　代表
 スマートフォンの普及により、簡易ブログのツイッターや交流サイト
（SNS）のフェイスブックなど、「ソーシャルメディア」と呼ばれるイン
ターネットサービスが急速に普及しています。企業が販売促進やブラ
ンド力の向上などに活用するケースも増えています。ソーシャルメ
ディアを代表するフェイスブックの特徴、ソーシャルメディアがもた
らす変化、ソーシャルメディアを活用した企業の取り組みを知り、自社
のビジネスにヒントを得ましょう。

16 18：30～21：00火
博多支部
4月例会

同友会会歴20年の決算報告「今伝えたい事」
なぜ儲からないのか？それは、自社の真の姿をつかんで無いからです。
 ■ PLUG 中洲gates 3F　福岡市博多区中洲3丁目7-24　☎092-283-0001
■ 矢野　千寿氏　株式会社アローフィールド　代表取締役 （博多支部）
 自社の問題点の発見への取り組みや、人生理念、人材育成、制度管理、計
数管理など会社にとって重要な土壌改善についての報告をしていただ
きます。自社の真の姿を知ること、すなわち自社の課題を発見し改善策
への取り組みに繋げる事の重要性を学びます。

17 18：00～20：30水
福博支部
4月例会

金融機関との付き合い方　17年間の会社経営を通して
 ■ IPホテル福岡　福岡市博多区中洲5丁目2-18　☎092-262-2009
■ 綾戸　一由氏　福岡リーダーズ倶楽部　代表者 （南支部）
 福岡銀行に30年以上勤務され、その後実弟の会社を手伝う為に入社す
るも再生不能状態である事が判明し1年後倒産を経験する。その後ご
自身が㈱アーヴァンを設立する。元㈱アーヴァン代表取締役社長綾戸
氏に倒産しない会社作りと金融機関との上手な付き合い方をレク
チャー頂きます。

17 18：30～21：00水
南支部
新会員歓迎の集い

次期ブロック長予定者が語る、私と同友会との関わりかた。
～同友会活動を自社の組織に上手に組み入れよう！～
 ■ ホテルコムズ福岡
　 福岡市博多区博多駅前2-8-15　☎092-451-5111
■ 渡辺　年紹氏、大串　和義氏、横山　大輔氏、徳永　眞木子氏、
　 中島　洋史氏 （南支部）

17 18：30～21：00水
中央支部
4月例会

後継者、悪戦苦闘中　事業継承の課題と実践
 ■ 天神ビル　11F　福岡市中央区天神2-12-1　☎0120-323-920
■ 板橋　優氏　有限会社福創工業　後継者 （中央支部）
 長年、事業を継続してきた中小企業にとって、現在大きな問題となって
いるのが事業承継です。後継者と既存の会社組織との間の信頼関係、後
継者の経営者としての姿勢や資質、といった点にあらわれる問題と課
題、解決について報告し学びます。

18 18：20～21：00木
筑紫支部
4月例会

地域と共に歩む企業をめざして
 ■ 筑紫野市生涯学習センター
　 筑紫野市二日市南1-9-3　☎092-918-3535
■ 平山　悠司氏　有限会社時計・宝石・メガネ・ヒラヤマ　代表取締役 （筑紫支部）
 創業明治38年（1905年）。筑紫野市の二日市中央通り商店街にあって
地元のお客様に支えられ、100年以上時計、宝石、メガネ、補聴器の「確
かな専門店」として歩んできたお店の三代目である平山悠司社長の報
告です。商店街の抱える今日的課題を絡めながら、企業が地域になくて
はならない存在であり続けるためには何が大切かを学びます。

18 18：30～21：00木
ひびき支部
4月例会

大討論会！ひびき支部ってどうゆう会？
～あなたは同友会に何を求めますか～
 ■ ニューハートピア　北九州市八幡西区岡田10-10　☎093-645-0012
 ひびき支部も新体制になり一年が過ぎました。例会は色んな取組みが
なされ活気を取り戻しつつあります。増強は増よりも強にウェイトを
置いた取組みにより、確実に退会者が減りました。
市丸支部長体制の2年目を迎えるにあたり、どうすれば同友会活動が自
社に有益で、自分自身が楽しんで活動できる様になるのか？その為に
今何をすべきか？会員の皆さんの要望やご意見を今後の活動に反映さ
せて行きたいと考えています。

18 18：00～21：00木
りょうちく支部
設立2周年記念例会

課題の向うに未来を望む
 ■ 原鶴温泉 泰泉閣　福岡県朝倉市杷木志波20
■ 杉本　利雄氏　有限会社ラピュタファーム　代表取締役 （嘉飯支部）
 地域と共に歩み、りょうちく支部はおかげさまで設立2周年を迎えま
す。記念例会として筑豊の川崎町で御活躍の杉本利雄さんに、この地域
とも共通する地産地消でのファーム経営について語っていただきます。

19 18：00～21：00金
福友支部
4月例会

経営指針書の発表会
 ■ ホテルコムズ福岡　福岡市博多区博多駅前2-8-15　☎092-451-5111
■ 上野ますみ氏　株式会社西日本キャロット　専務取締役 （福友支部）
　 山崎　龍也氏　有限会社ワールド・テン　代表取締役 （福友支部）
 4月例会は福友支部毎年恒例となりました経営指針書の発表会です。
数ヶ月もの間、練りに練った経営指針書を発表いたします。経営者の頭
にあるイメージをいかに数値や言葉として紙に落とすか、又、経営指針の
中で数字の流れの作成、経営者の思いの落とし込みを学んでください。

17 18：00～21：00水
東支部
4月例会

感謝の気持ちで経営が変わる
～活動不参加だった会員が語る同友会での学び～
 ■ ウィズ・ザ・スタイル　福岡市博多区博多駅南1-9-18　☎092-433-3900
■ 明石　勝善氏　株式会社きねや　代表取締役社長 （東支部）
 去年、代表取締役に就任した報告者が入会当時、現場主義の為に幽霊会
員だったのに同友会で学び社員さんや家族に感謝し自社の経営に取り
入れ会社経営を変えた事の話になります。

19 18：30～21：00金
西支部
4月例会

最近の地域経済の動きについて（仮）
 ■ 天神ビル　11F　福岡市中央区天神2-12-1　☎0120-323-920
■ 甲木　一也氏　財務省　福岡財務支局　理財部　次長
 日本の経済の現状から地域経済の動きを知り、今後の企業の経営に生か
し、今後の経済の見通しを探り、企業の方向性を築く糧とする例会です。

22 18：30～21：00月
かすや支部
4月例会

同友会とあなたの企業経営は不離一体
 ■ 同友会全体会議室　福岡市博多区吉塚本町9-15
　 福岡県中小企業振興センタービル11F　☎092-686-1234
■ 中村　高明氏　株式会社紀之国屋　会長 （筑豊支部）
 「一般的に中小企業は7～8割が赤字」と言われていますが、同友会の会
員企業では黒字4割、収支トントン3割、赤字3割と非常に健闘していま
す。同友会での学びが企業の発展に寄与していることは明白です。こ
の変化する世の中に対応していくべく、企業として、また経営者の在り
方を本質的に考え、同友会の歩みと将来の自社の姿を重ね合わせて、さ
らに深く考える学びの場にいたします。

12 10：00～16：00日
青年支部
4月例会

フレンドシップフェスティバル2013
 ■ 福岡市役所前広場　福岡市中央区天神1-8-1　☎092-711-4111
 青年支部の会員は、過去10回開催したフレンドシップフェスティバルを
通じて、多くの作業所や市民の方々とふれあうことができ、数多くのこと
を学び、感動を得ることができました。今回のフレンドシップフェスティ
バルでは、過去17回開催した経験をもとに、作業所の仲間たちと市民の皆
様により親しまれ、交流の場となるよう、さらに充実した催しを企画して
おりますので、多数のご参加を青年支部一同心よりお願い申し上げます。

5月

18 18：30～21：00木
筑豊支部
4月例会

24年同友会と共に歩んで来て、、、徒然なるままに想うこと
 ■ ユメニティのおがた　直方市山部364-4　☎0949-25-1007
■ 上本　昭南氏　株式会社上本アルミ建材　代表取締役社長 （筑豊支部）
 ‘職人が経営者に’…そしてご縁を頂き、同友会へと入会。今では同友会
に感謝し、また愛してやまず、さらにはこの同友会メンバーとしての自
身を誇りにも感じていらっしゃいます。経営者、同友会メンバーとし
て、様々なる戸惑い、反骨、想うところもあっての歳月を過ごされたそ
うです。そんな上本氏の生き様、また、同友会と共に歩んだ24年を、50
周年記念という節目の今年に語って頂きます。

19 18：30～21：00金
嘉飯支部
4月例会

やるべきことやりたいことに押しつぶされていませんか？
経営者にとって一番大切な資源『時間』
時間管理タスク管理によってストレスフリーの人生を手に入れよう!!
 ■ パドドゥ・ル・コトブキ　飯塚市片島1-7-62　☎0948-22-5138
■ 佐々木　英氏　佐々木英司法書士事務所　司法書士 （嘉飯支部）
 仕事の量は多種多様に増え、一つ一つの案件にかけられる時間は短くなるが、
クオリティの向上も求められます。まさに時間との戦い。こんな時代だから
こそ、今こそ時間の有限性をしっかりと認識し、その有益な管理方法を学ぶこ
とで、無駄なく無理なく目標を達成していく時間管理術を身に着けましょう。

11 18：30～21：00木
大牟田支部
3月例会

■ だいふく　大牟田市有明町2-1-3
■ 吉原　勝己氏　吉原住宅有限会社　代表取締役 （南支部）

※3月例会日程変更分

23 18：30～21：00火
企業連携推進委員会
FAST4月例会

大縁会Part2～真連携による仕事づくり・仲間づくり
 ■ 福岡県中小企業振興センタービル3階　302号　
　 福岡市博多区吉塚本町9-15

※久留米支部、大牟田支部、有明支部の4月例会は第51回定期総会創立50周年記念式典に振替となっております。

最終締切／4月11日（木）

参加費 7,000円 （内、会員は会より3,500円参加補助費あり）
■ 祝賀会について

■ 会場：ホテル日航福岡 3階 “都久志の間” （福岡市博多区博多駅前2-18-25  ☎092-482-1111）
■ 時間：12：00～　受付開始

13：00～　第51回定期総会
創立50周年記念企画
15：15～　第1部　記念式典・記念講演
18：00～　第2部　祝賀会

第51回定期総会創立50周年記念式典
「福岡県中小企業家同友会」は、1963年に79名で創立以来、本年3月で、おかげさまで創立50周年を迎え
ました。会員中小企業家が智恵と情熱を結集しながら、激動し続ける経営環境に適応して幾多の困難を
乗り越える「道なき道」を先駆的に切り開く運動を展開し、会員企業や地域と共に発展してきました。
まさに「創造」の運動史と呼ぶべき福岡同友会の50周年を様々な形で振り返り、地域の活性化と共により
良い環境づくりをめざし、新たな運動創造・時代創造の契機とすべく、第51回定期総会・創立50周年の式
典を開催します。

※祝賀会に参加される方は、式典実行委員から事前にチケットを購入してください。
　尚、着席形式となっておりますので、必ずご出席いただきますようお願い致します。

4月25日（木）

4月 お申し込み、お問い合わせは、e.doyu
もしくは、同友会事務局までお願いします。行 事 案 内

お知り合いの方を誘って、
是非ご参加ください。
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2012年度  第10回理事会報告
■日時：2013年2月20日（水） 15：00～18：00
■出席：39名（欠席14名） 出席率74％

■会場：福岡県中小企業振興センター 501会議室
■議長：村山副代表理事

□ 開会あいさつ（中山代表理事）
　皆様、全研は大変お疲れ様でした。シーホーク
の部屋をすべて借り切り、1か所での開催のため、
スムーズな運営が出来ました。懇親会での雙葉学
園合唱は、静まり返った中で心に染み入るような
感動がありました。2日目の、株式会社ふくや川原
社長の報告内容も、同友会理念と同じ経営を実践
していると感じました。事前の準備も大変でした
が、私たちの想いが伝わったと思います。実行委
員・理事・役員の皆さんがおもてなしの心を持っ
て対応してくださったことが、非常に良かったと
思います。オプショナルツアーも参加者には喜ん
でいただけました。
　また、全研の前日に青年部連絡会が立ち上がり、
設立記念交流会を200名の参加で開催することが
出来ました。参加してみて、青年のパワーはすご
いと感じました。これからの福岡同友会を担って
いく力だと思います。先週3日間は、大変ありがと
うございました。この盛り上がりを、定期総会か
ら次年度の活動につなげていきたいと思いますの
で、よろしくお願いします。

1.活動報告
①対外的活動
・西日本新聞社よりの協力申し入れについて
西日本新聞社　椛島経済部長と斉田編成部次
長より西日本新聞「ひと」欄への掲載依頼と、
電子版（qBiz）への法人契約のご案内がありま
した。
・後援関係（九州大学・日本経営協会2件）
・景況調査、電力料金値上げ問題の記者発表
・経済産業省の公聴会での電力料金値上げ問題
に関する意見陳述
・女性が大活躍する福岡推進会議（仮称）への対応
・福岡国際大学、九州情報大学より講師派遣要請
・九州大学ビジネススクール「第2回次世代経営
者育成プログラム」参加呼びかけ依頼
・立正大学産業経営研究所よりインタビュー調
査依頼
・映画「ひまわり～沖縄は忘れないあの日の空を
～」上映への賛同・協力依頼

②会員企業の動き
・経営革新計画承認企業紹介（2社）
・会員の報道記事等紹介
③前回理事会以降の全国・全県的な活動
・中同協幹事会、福岡県信用保証協会との懇談会、
北九州地区新年祝賀会、筑豊地区新年祝賀会、
中央支部周年行事、大牟田支部周年行事、現・
新理事研修会、マスコミ懇談会、青年部連絡会
設立記念交流会、第43回中小企業問題全国研
究集会
・前回理事会以降の会員参加の活動では、延
1657名の会員参加（83％）、ゲスト（入会対象者）
266名、その他の参加を含め総参加数2974名

2.第51回定期総会議案
①2012年度活動のまとめ（案）
・実績の数の部分は2月末で集計した数字を3月
理事会で確認。

②2013年度活動方針（骨子案）
・前文で、『中小企業憲章では「中小企業は経済を
牽引する力であり、社会の主役である」と日本
経済に占める位置の重要性を示しています。
どのような厳しい経営環境の中にあっても、
私たちは中小企業経営者としての自覚と責任
をもち、社会の主役としてこの混迷した時代
を切り拓いていかなければなりません。中小
企業憲章の精神を生かし、地域とのかかわり
を深め、中小企業振興基本条例制定などにも
つなげ、活動を共にする仲間を増やしていき
ましょう。企業づくりと地域づくりで仲間を
増やすことは、立派な社会貢献です。今年度は、
福岡同友会の新しい50年の始まりです。会員
一人ひとりの自主的・主体的な活動で同友会
の学びを自社で実践し繰り返し、どのように

環境が変わろうともそれに対応できる強じん
な企業づくりを実践し地域にも広げていきま
しょう。』に変更を確認。

⇒この案を、地区、支部でしっかり討議し深めるこ
ととしました。

③福岡同友会の組織について
・福岡同友会の組織の機能と役割の整理（案）に
ついて
理事会、支部役員会、地区幹事会、正副代表理
事会の会議の流れ及びそれぞれの役割につい
て確認を行いました。地区幹事会及び支部役
員会でしっかりと議論をお願いします。
それぞれの組織に権限を持たせていますので、
活動に対しての「報告・検証」も行うよう、項目
を設けています。
・2013年度組織図（案）について
人を生かす経営推進本部・・・今まで三位一体
と表現していましたが、バリアフリー委員会
も追加され、4つの委員会となりました。
地域政策部は、各地区会が責任を持って推進
していくようお願いします。
会員増強戦略本部が仲間づくり推進本部とな
りました。広報情報化推進本部も3つの部とな
りました。
青年部連絡会も追加しました。
また、特別委員会であった「同友すばる」と
「NPOソーシャルビジネス」委員会は常設委員
会となり、「同友すばる」と「ソーシャルビジネ
ス」委員会となりました。
・青年部連絡会の代表を理事とする件について
代表　都地さんを理事とすることを承認しま
した。
・2013年度本部・室・委員会活動の機能と正副
代表理事担当（案）、活動計画一覧（スケジュー
ル）を確認しました。
人を生かす経営推進本部に関わる委員会には、
可能であれば全ての支部から委員が出るよう
にしてほしいと要請がありました。
・女性部委員会より「女性役員さんを増やすこと
が必要。そのためにも県の女性部委員として、
1人支部役員として入れてほしい」と要請があ
りました。

④2012年度決算見通し及び2013年度予算（案）
2012年度決算見通し及び2013年度予算及び
地区活動費の配分を確認。

○現・新支部長研修について
　3月13日の理事会後18時30分から、現・新支部
長の研修会を開催いたします。予算の立て方な
ども含めて、分からないことがあれば、研修をし
ますので、それまでに質問・疑問などがあれば、
まとめて事務局へ意見提出をお願いします。

○仲間づくり研修会について
　3月29日18時30分より　仲間づくりの考え方、
目標などを全県で共有したいと思います。ぜひ
皆さんご参加ください。

⇒上記二つの研修会については、早急にe.doyuに
て案内することを確認。

⑤2013年度役員候補について
　候補者の確認をしました。その上で、理事は
きっちり理事会に出席するよう要請してほしい
と意見がありました。

3.支部繰越金の使途について
・森プロジェクト長より提起があり、残金として
は約1800万円ほどであることを確認。
・全体の議論として、大きな長い目で予算を見て
いく。同友会としてやらなければならないこ
とは、本会計できちんと計上して対応してい
く。しかし本当に緊急性の高いものについて
は、今回のように別枠で取り組んで良い。
・意見の中には、継続的に費用が必要なものがあ
ります。繰越金がなくなった後も支出が必要な
ものについては、対象から外すべきではないか。

　などの意見もふまえ、各理事がしっかり考え、資
料を検討し意見を持って参加し、次回の理事会で

しっかりと議論し結論をだすことを確認。

4.第51回定期総会の設営
・日時、会場の確認
・会員への案内、来賓の案内
・議案書送付、意見集約のスケジュールの確認
・表彰関係
　各支部・地区での参加促進依頼がありました。
総会の委任状について、組織運営規則では欠席も
委任としていますが、できるだけ出席者と委任状
のみで過半数に達するよう、役員の皆さんは声掛
けをお願いします。

5.規程、細則関係
①組織運営規程の参加費等の統一基準
　再度検討して来月提案し、確認します。
②会計処理細則
③入札規程
⇒上記2件の変更が承認。

6.会員増強の推進
・1月末の会員数を確認し、年度末までの取り組
みを協議しました。
・来期目標は2500名とします。退会率を減らし、
女性の会員を20%にすると、この目標は達成
できると思います。そのために今期残りの期
間をしっかり取り組み2300名をめざしま
しょう。
・4月定期総会までに2300名を何としても確保
したいと思います。役員全員で700名おられ
ます。できればその一人ひとりが、1名のゲス
トを紹介し、ある程度の割合で入会いただけ
れば、達成も難しくないと思います。どうか、
役員の皆さんはみんなで目標を達成しようと
いうことを、役員会で訴えて、全員で取り組み
をお願いします。
・先日の金融機関との懇談で、資金を貸せるかど
うかは最後は経営者の熱意です、と言われま
した。一刻も早く同友会に入会して、しっかり
経営計画を立てるよう、お誘いしましょう。ま
さに人命救助です。

7.創立50周年事業推進
①50周年記念式典
②50周年記念誌
　100年企業を月刊同友で紹介しています。来月
は、50年企業のアンケートを掲載します。

8.本部、室、委員会関係　他
①本部・室・委員会関係
・金融円滑化法の終了に伴う対策について
・どうなる！「個人保証」
・役員研修大学参加の要請　3月9日（土）
・同友すばる特別委員会より第4講を開催しま
す　2月
・ソーシャルビジネス特別委員会　3月9日（土）
・女性部交流会　大阪　6月13～14日、女性部
委員会の勉強会　3月25日
・広報より　西日本新聞経済欄「ひと」について
各支部より推薦をしてください。その方の
セールスポイントも含めて。次回理事会まで
にお願いします。
・東日本大震災復興シンポジウム　3月6日
②地区・支部活動関係

□ 閉会あいさつ（中村代表理事）
　全研については、司会やオプショナルツアーな
ど、それぞれ持ち場持ち場で課せられた役割を果
たしていただきました。事務局も含め、一丸と
なった動きが成功につながったと思います。県外
の会員さんからは、福岡はすごいという声をたく
さんいただきました。この役員の力をそのままに、
4月定期総会の際には2300名に持っていきたい
と思いますので、皆さんよろしくお願いします。
本日はお疲れ様でした。
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2012年度  第11回理事会報告
■日時：2013年3月13日（水） 15：00～18：00
■出席：40名（欠席12名） 出席率76.9％

■会場：福岡県中小企業振興センター 501会議室
■議長：樋口副代表理事

中央支部所属の佐東 和芳様〔サンキュウ
（株）　代表取締役〕が、3月20日にご逝去さ
れました。
謹んでご冥福をお祈り致します。

〈 訃 報 〉

□ 開会あいさつ（田浦代表理事）
　年度末となりお忙しいと思いますが、今年一年

をしっかり総括して新しい一年を迎えたいと思い

ます。

　最近の景気動向ですが、内閣府が発表した消費

動向調査によると、5年8ヶ月ぶりの高水準になっ

ているとのことでした。これは消費者の意識調査

になりますが、全4項目すべてがよかったそうで

す。今年の春闘ですが、労働側の意見を企業が満

額回答しています。やはり景気に意識が大事だと

感じました。

　共同求人委員会の大学訪問に久しぶりに同行し

ました。大学訪問では、北九州、福岡、県南の大学

を訪問していますが、私は福岡の大学訪問にいき

ました。やはり継続してきたことが認知されてき

ており、いままでの委員会が築きあげてきたもの

が着実に浸透していると感じました。

1.活動報告
①前回理事会以降の全国・全県的な活動対外的

活動

・前回理事会以降の会員参加の活動では、延

354名の会員参加（18％）、ゲスト（入会対象

者）37名、社員他49名、総参加数440名

・個人保証シンポジュウム、東日本大震災復興シ

ンポジュウムへの参加報告

②本部・室・委員会関係

・日本政策金融公庫（福岡支店）との懇談会、第

19期役員研修大学、NPO交流・ソーシャルビ

ジネス特別委員会3月例会及び4月ブランチ活

動、同友すばる事業承継塾第4講の報告

・会員の報道記事等紹介

2.第51回定期総会開催に向けて
①議案

●中小企業をとりまく情勢（地区）について、内

容を確認。

●2013年度予算案（修正）について、委員会か

らの予算申請があり、実績より140万円多く

なった。これを予算案に入れて、活動予備費

と予備費をなくした。最終予算案では、前期

繰越金を収入に入れ、同額を予備費とする案

としたい。⇒承認。

●2013年度役員候補について、フォーラム委

員長とビジョン委員長は今月中までに決め

たい。

●規約改正案について、第10条において、会費

は払戻しないとあるが、入会金についても今

までも返しておらず当然今後も払戻しないの

で、入会金という文言を追加する。⇒確認。

※尚、規約規程などの提案についての手順を

確認した。

②総会および50周年記念式典

・総会、式典はいつも行っておりある程度型が決

まっているが、祝賀会は10年に一度なので決

まり事はない。現在は内容を検討中。

・総会表彰について、永年会員表彰者については、

支部・地区で参加の声かけをしてほしい。

・参加促進について、各支部で目標に向かって取

り組んでほしい。

3.支部繰越金の使途について
・前回の理事会の確認にもとづき、討議を行った。

⇒さまざまな意見を踏まえ、集約した意見を本

来の趣旨に沿ったものであるかどうかを正副

で仕分け整理して次回理事会に提案すること

となった。継続審議。

4.除籍審議
・5名の除籍を確認。

5.規程、細則関係
①組織運営規程の参加費等の統一基準

・宿泊代について、原則5,000円を限度に計画

をすることを確認。

・経営指針作成セミナーについては、泊まってつ

きっきりでしているので例外とし、参加費か

らだすことを確認。

②除籍に関する件

・討議の結果年会費の考え方と、退会時の会費負

担について文書で分かり易くしておくことを

確認。

6.会員増強の推進
・福岡地区の期首は1448名だったが現在は

1481名で33名増えている。北九州地区は期

首が210名で現在は198名なので、マイナス

12名。筑豊地区は期首が119名で現在は116

名なのでマイナス3名。県南地区は期首が

226名で現在は207名なのでマイナス19名。

・西支部は83名目標で現在84名。玄海支部は

102名で目標達成。かすや支部は期首が40名

で目標は50名の125％アップで、10名増を目

指しているが、3月はすでに入会申請があり

50名を達成している。

・全体から見ると今年は2300名目標なのでま

だまだ足りない。3月末まで2300名を目指し

て、あと2週間ほどしかないが、やれるところ

まで行きたい。退会申請者には、もう一度あす

なろ塾に誘ってほしい。ベテラン会員が参加

しづらくなっている時には支部移籍を検討し

てもらってほしい。

・理事会V90は、笠置チーム、田浦チームに続い

て、樋口チームが達成。藤吉さんにがんばって

もらった。また後2名のチームも多い。ぜひ

90名をやりとげたい。笠置チームも20名を

目指している。全体であと8名だから、理事み

んなでがんばりましょう。

・来年度から会員増強戦略本部が仲間づくり推

進本部と変わり、3月29日に仲間づくり研修

会を開催予定。少なくとも参加対象の半分の

役員に参加してほしい。参加対象者は225名

なので、110名以上に参加してもらいたい。各

リーダーには参加要請をお願いしたい。また

昨年のアンケートをみたら戦略本部が具体的

な仕組みややり方を指し示してほしいという

意見も多い。研修会では精神論とかやる気と

か言わず具体的な方法論を話すので、ぜひ支

部や委員会の中で取り入れてほしい。仲間づ

くり対象者に対して、活動について日ごろ感

じていること、不明点、などの意見をだしてほ

しいので、明日事務局よりアンケートを流し

たい。ご協力をよろしくお願いしたい。

・3月16日（土）に第100回フォローアップセミ

ナーを開催。対象者リストは支部長もしくはFU

委員にいっているので、ぜひ声かけをしてほしい。

・会の発展、活性化をはかるものさしは、会勢し

かないと思っているので今後も仲間づくりに

取り組んでいきたい。

7.活動報告
①対外的活動

・宮崎の全国総会で、福岡設営で遠賀信用金庫の

中村会長が報告。また遠賀信用金庫理事長も

金融円滑化法終了後も金融機関の責務を果た

すと言われている。

・福岡財務支局への説明会要請

・大学との連携（九州情報大学＜平成25年度

キャリア教育計画＞、福岡国際大学＜就職ガ

イダンス・教官向け講演＞）

・労働組合からの申し入れ（県労連、連合）

・中央会「労働者派遣事業適正運営協力員推薦依

頼（引き続き福田顧問に依頼・了承）

・沖縄同友会から中同協に話があり、映画「ひま

わり」に賛同するかどうかについては、正副預

かりとした。

・九州志士の会より「今だから求められる地域再

生への支援機関のあるべき姿」開催における

後援名義使用依頼の承諾

・事業型NPO展開支援事業の審査委員にNPO特

別・ソーシャルビジネス特別委員会の吉原委

員長を推薦。確認。

・西日本新聞社との連携企画について、支部から

推薦をしてほしい。

②会員企業の動き

・西日本新聞（副島勲氏）、（全研オプション旅行）、

朝日新聞（事業承継について）の紹介

8.その他要請事項など
・博多支部の例会案内、ひびき支部の例会案内。

□ 閉会あいさつ（中山代表理事）
　創立50周年にあたり記念事業を行っています。

2月に入り会勢が上向いていると感じたが、今は

東京同友会と抜きつ抜かれつであるものの、手ご

たえは感じています。

　政府から補正予算が多く出ていますが、中小企

業支援に関しては、あきらめている企業は助けよ

うがないですが、そうでないところ、経営トップが

なんとしてもやりたいというところは応援すると

いっていました。このやる気のある中小企業が同

友会に入って福岡、地域を巻き込んでやっていこ

うとなれば、中小企業も経済も良くなります。今

後も2300名に向けて取り組んでいきましょう。

景況調査にもぜひ協力をしてください。
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福岡県中小企業家同友会  広報情報室  「月刊 同友」編集部
〒812-0046　福岡市博多区吉塚本町9番15号
福岡県中小企業振興センタービル11F
TEL：092-686-1234　FAX：092-686-1230

http:// www.fukuoka.doyu.jp/
環境を守るため再生紙を使用しています。

福岡同友会 検索

株式会社 システム企画
中小企業向けコンピュータシステム
導入・運用お気軽にご相談ください。

〒815-0032　福岡市南区塩原4-13-21 宮本ビル
代表取締役　倉本　明彦　　TEL:092-552-0858

http://www.sys-k.co.jp   mail: info@sys-k.co.jp

製造業、流通業、サービス業など
多くの構築実績あり

〒819-0041　福岡市西区拾六町1-10-5
TEL:092-891-5500  FAX:092-891-5560
URL:http://www.universal-home.co.jp
e-mail:watanabe-cosmos@universal-home.co.jp

取締役　渡辺 年紹

株式会社 コスモス

〒810-0022
福岡県福岡市中央区
薬院3丁目12-22-301
TEL：092-526-4888
FAX：092-524-5707

代表

三橋 更太

URL:fumikatsu.com　　E-mail：mihakota@yahoo.co.jp

代表取締役

新内 一秋
〒811-1204
福岡県筑紫郡那珂川町片縄東1丁目26-19
TEL：092-952-5468
FAX：092-952-7845
URL:http://www.chikushi-410.com
e-mail:k-shinnai@chikushi-410.com

株式会社 筑紫工業

明るく楽しいアットホームなお店です。

の楽しいひとときを
娘 で

ぜひお過ごし下さいませ

福岡市中央区西中洲2-14 第二フジクラビル2F
TEL 092-739-2239
営業時間：19：00～25：00　定休日：日・祭日


